
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 日本語力アップ 
 

 シンチャオ先生 

♦ 日本語教師にインタビュー  

ベトナム日本文化交流センター JF講座講師  Hà Thị Thu Hiền先生 

♦ 生徒にインタビュー 

ベトナム日本文化交流センター JF講座受講生 Lương Xuân Phúcさん 

 

 日本語でお仕事 

♦働く人―ベトナム人への質問 

       Pe Pe la Poule（ハノイ） Nguyễn Văn Khôi様 

♦一緒に働く人―日本人への質問 

   Pe Pe la Poule（ハノイ） 増田 悠 様 
 

 笑顔の日本語クラス 

♦ ベトナム高校生 100 人訪日事業 

 

 日本への道 

♦ 一橋大学留学生 Trần Ngô Nha Trangさん 

 

 日本語パートナーズ 3 期のみなさん、ありがとうございました！ 

 

 離着任の挨拶 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

ニューズレター2017 年 7 月号（第 6 号） 



 

 

 日本語を勉強している皆さん、こんにちは。みなさんはどうして、日本語を勉強していますか？日本語

で何が出来るようになりたいですか？ 

 日本語を使って仕事をしたり、日本の情報を得たり、それは人によって違うかもしれませんが、日本語

を勉強している目的は「日本語能力試験、JLPT」に受かりたい、だけではないですよね？一番は「日本語

でコミュニケーション」することではないでしょうか？ 

 

 

 

 

 ベトナムの皆さんは筆記試験は得意な人が多いと思います。でも、実際に日本語で上手く話せなかった

り、聞き取ることが出来なかった経験はありませんか？日本人の話すスピードに全くついて行けなく、自

信を失ってしまって事はありませんか？そこで、今回はコミュニケーション力（特に会話力）を上げ

るための練習方法のひとつをご紹介します。私もよくこの方法で英語の練習をしています。 

 

シャドーイング・サイレントシャドーイング・マンブリング 

(  Shadowing   /   Silent Shadowing   /   Manbring   ) 
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シャドーイングに使える音声・映像教材 

・                             「Nihongo e な」http://nihongo-e-na.com/jpn/site/tag/%E8%A9%B1%E3%81%99/ 

・                              「NHK New web easy」https://www3.nhk.or.jp/news/easy/ 

 

参考文献 

戸田貴子(2004)『コミュニケーションのための日本語発音レッスン』 

戸田貴子(2012)『シャドーイングで日本語発音レッスン』 

日本語学習 
聞く 

読む 
話す 

書く 

           シャドーイングやマンブリングの良いこと 

 

 

 

 

                              シャドーイング、マンブリングって？ 

シャドーイング：流れる音声(映像も OK)と同時に、同じスピードで声を出して練習する方法 

マンブリング    ：流れる音声(又は映像)と同時に、同じスピードで声をほとんど出さない

で、口だけを動かして練習する方法 

サイレントシャドーイング：シャドーイングは声を出すが、サイレントは口を動かすだけ

で、声は出さないでやる方法 

 

 
 

音声(や映像)が流れた

後に同じことを言う

「リピーティング」 

とは違います！ 

今の日本も知れて、一石二鳥！ 

「話す」カテゴリーだけでも 24種類のWebが紹介されています！ 

シャドーイングの方法が 

分からない人は、 

これらの本を参考にしてみて！ 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

日本語専門家 近藤麻衣子 

📌その１ネイティブスピーカーのスピードに慣れる！ 

📌その２自然でなめらかな発音を身に付けることが出来る！ 

📌その３ 自然なイントネーションを身に付け、感情豊かになれる！ 

📌その４ いつでも、どこでも気軽に出来る！何でも教材になる！ 

 



                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆日本語を学び始めたのはいつからで、これまでどのぐ

らい日本語の先生をしていますか。 

日本語を学び始めたのは２００９年です。卒業した後、

日本企業で働いていましたが、その仕事は自分のやりた

いことと違うのに気づき、その仕事を半年でやめ、日本

語の先生の仕事をすることに決めました。今で、ちょう

ど３年になりました。 

 

◆どうして日本語の先生になろうと思いましたか。 

大学三年生のとき、日本に留学に行きました。１年はとても短い時間でしたが、大好きな日本で様々な日本人

の方たちに助けていただいたことを通して、いろいろなことを学ぶことができました。また、日本人の考え方

や仕事のし方、日本人の優しさ、そして日本文化に感心させられました。ですから、私は自分が日本で感じた

ことを日本語教育を通し、多くのベトナム人に伝えたいと思っています。日本語を教えることでいろいろなベ

トナム人に日本について知ってもらえると信じ、日本語の先生になろうと思いました。 

 

◆日本語の先生をしていて、大変なことは何ですか。 

日本語は世界で最も難しい言語の中の１つだとよく言われています。日本語の勉強を途中で諦めてやめてしま

う学生も多いので、楽しく勉強できる環境を作りたいと私は思っています。しかし、どのように教えれば学生

が楽しく勉強でき、授業の内容もしっかり理解できるか、様々な悩みや問題があります。しかし、いつも周り

にいる日本人の先生や、ベトナム人の先生たちと相談しながらいろいろなことをよりよい授業のために試して

います。 

 

◆日本語の先生をしていて、嬉しかったことは何ですか。 

学習を始めたばかりのころは、日本について全く知らなかった学生が、自分で日本について調べ、先生に日本

のことにつて紹介してくれたことです。「日本のことに興味をもってくれたんだ」と感じることができるから

です。また、学生が少しずつ日本語が話せるようになる姿を見て、私はとても幸せになります。 

 

 

◆日本語を教えている生徒はどうですか。 

私が教えている学生たちは日本語の勉強だけでなく、日本文化にも非常に興味を持っているます。日本が好き

で日本語を勉強していますから、どの学生も意欲があり積極的に日本語の学習に取り組んでいます。そして、

幅広い年代の方が勉強していますが、どの学生も日本が大好きで、できるだけ日本語を使って会話しようとし

ています。どの年代の学生も、日本語を話す時はなんだかとても可愛いと感じます。 

 

この「シンチャオ先生」と次の「生徒にインタビュー」のコーナーでは、日本語を教えるベトナム人教師とその生徒であるベトナム

人学習者の双方にお話を伺い、同じ学びの場において立場の異なる視点から感じたことや経験について記事を掲載しています。 

 今号のインタビューに答えてくださったのは、国際交流基金ベトナム日本文化交流センターの HA THI THU HIEN 先生です。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆日本語を教えている生徒に、望むことは何ですか。 

日本語は楽しく勉強すればできる言語だと思います。

「難しい」と思えば思うほど、頭に入ってこないと思

います。そして、日本語が好きではない人とは、日本

語は付き合ってくれません。ですから、日本の何か、

日本語のどこかに興味を持ち、日本語を楽しく勉強し

てほしいと思います。 

 

 

◆最後に、これからどんな先生になりたいですか。 

これからも今まで通り、日本のことを日本語を教え

ることでベトナム人に紹介したいと思っています。

ベトナム人を日本人にしたいというのではありませ

ん。ベトナム人に足りない部分を日本から学べばい

いと思っています。その手助けを私はしたいと思っ

ています。 

 

この「生徒にインタビュー」と前の「シンチャオ先生」のコーナーでは、日本語を教えるベトナム人教師とその生徒であるベトナム

人学習者の双方にお話を伺い、同じ学びの場において、立場の異なる視点から感じたことや経験について記事を掲載しています。 

今号のインタビューに答えてくださったのは、国際交流基金ベトナム日本文化交流センターの日本語クラス（初級 2）で日本

語を勉強している Luong Xuan Phuc さんです。 

1.いつから日本語を勉強していますか？ 

2015 年 11 月から日本語の勉強を始めました。きっかけは、妻の影響です。その時、妻は妊娠しており、

妊娠中の時に何か勉強するとお腹の中の赤ちゃんも考える習慣を身につけることができると思い、私も同

じコースを申し込みました。初めは妻が安全に通学できるように送迎したり、妻が楽しく勉強できるよう

に私が相手になり一緒に勉強したりしたいと思っていただけでした。しかし、いつの間にか、私も日本語

の勉強に夢中になってしまいました。それで、今でも日本語の勉強を続けています。 

2.どうして日本語を勉強しようと思いましたか？ 

-日本の文化が好きだからです。特に、丁寧なコミュニケーション方法

です。 

-いろいろ調べたり、考えたりしたことを通して、日系企業や非営利団

体で働きたいと思うようになりました。もちろん、それができるよう

に、日本語は欠かせないものです。 

-他にも、日本は非常に美しい観光地がたくさんある国です。少なくと

も、一度は日本に行きたいと思っています。新幹線に乗ったり、桜を

見たり、実際に日本人と話したりしたいです。日本に旅行する前に、

日本語をしっかり勉強して、日本人のように話せるようになりたいと

思います。 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. ヒエン先生は、どんな先生ですか？ 

-ヒエン先生は学生に対し熱心でユーモアがあり、教え方が上手ないい先生です。 

-どの授業も質が高く、効果が高いです。先生に教えてもらったことを使ってコミュニケーションが

できるようになりました。 

 

4. 日本語を勉強していて難しいことはなんですか。 

-仕事と家族のことで時間があまりありません。私の一日は朝 5時半から始まり、

夜 11 時半に終わります。毎日、朝早く起き、漢字の勉強をしています。それか

ら、子供を学校まで送り、会社に行きます。仕事が終わったら日本語教室に行きま

す。その後、うちに帰ってご飯を作り、子供に食べさせてから日本語の文法を勉強

します。もっと勉強する時間が欲しいですが、1日に 24 時間しかありません。 

 

5.日本語を勉強していて楽しいことはなんですか。（楽しいことがありましたか） 

-日本語の語彙や文法の量が多く、上手に使うのは難しいことです。しかし、世界で最も難しい言語のうちの 1

つである日本語の豊かさの表れであり、それが学習者のモチベーションの向上につながると思います。 

-1 つの外国語を知るのは自分にとって、とても面白いことだと感じています。特に、日本語の場合は、一番面

白いのは日本語の難しさです。難しいですが、非常に魅力的です。 

6.日本や、日本語の好きなところはどんなところですか。 

-日本の国についてですが、日本人の規則を守ることやどんなに困難なことがあっても乗り越えようとする意

識に感心しています。天然資源が少ないにもかかわらず、2つの世界大戦を乗り越えることができました。さ

らに、何度も地震を経験した国でもあります。さらに、経済が世界で 1番発展していることで世界を感心させ

ました。 

-日本語についてですが、日本語は相手によって、または場面によって、相応しいコミュニケーションをとる

ための様々な話し方があります。それが非常に面白いと思います。 

7. これから日本語とどう関わっていきたいですか。（日本語を使ってどうなりたいですか。将来どうなり

たいですか。） 

-日本人のように日本語を話せるようになりたいと思います。 

-日経企業で上手に日本語を使い、働けるようになりたいです。日本語を仕事で使うことを通して、会社の

日本人とベトナム人をつなげたいです。言葉が違う人たちの架け橋となり、互いの国や文化に興味を持って

もらいたいと思います。それで、文化の共通点をみつけることができます。お互いに自分の国の文化を大切

にし、さらに相手の国の文化の良いところも学べると思います。 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆いつから日本語を勉強していますか（どんなところでどのくらい日本語を勉強しましたか）。 

家で 6 ヶ月日本語を勉強しました。今は国際交流基金ベトナム日本文化交流センターで週 2回

午後の日本語講座を受けています。8 ヶ月ここで勉強しています。 

 

 

 

◆今の仕事を始めたきっかけは何ですか（どうして今の仕事を選びましたか）。 

自分のレストランを立ち上げる夢を持っています。それから、お客さん、特にベトナムに来た外国人観

光客に良いサービスを提供したいと思っています。 

 

◆仕事の内容を簡単に教えてください（どんな時、日本語を使って仕事をしますか）。 

私は日本人の同僚、日本人の上司との打ち合わせのときや日本人のお客さんとの接客
のときに日本語を使っています。 
 

 

◆どんな時、仕事が大変だと感じますか。 

事前準備をしなかったり、詳しい計画を立てないと 
仕事がうまくいかないので、大変だと思います。  

◆どんな時、仕事が楽しいと感じますか。 

私は仕事が好きです。毎日同じ仕事もありますが、違う仕事もたくさんありま 
す。仕事をしながら日本語も話しています。 
 
 
 
 
 

 

◆これからどんな人になりたいですか。 

仕事、家族及び自分に責任がある人になりたいです。 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆日本語を使って仕事をしたい人にアドバイスをお願いします。 

自分が担当している仕事に興味を持つこと。それに日本文化にも興味を

持って、もっと知りたいという気持ちを持つことが大切です。 

  ・自分に規則を立てること。 

  ・勉強意欲を持って、どんなときでも仕事に責任を持つこと。 

 

この 2つのことは、いつも自分に言い聞かせています。 

  
 
 
 
 
 
 

「日本語でお仕事」のコーナーでは、日本語を使ってお仕事をしているベトナム人の方に、日々感じていること

や経験についてお話を伺っています。また、同一の職場で働く日本人にもお話を伺い、立場の異なる視点から仕

事について感じたことや経験について記事にし、掲載しています。今号のインタビューに答えてくださったベト

ナム人の方は、PePe La Poule レストラン Nguyễn Văn Khôi 様です。 



                 

 

 

 

◆貴店の会社概要を教えてください。 

日本人経営、フランス人 GMが居るインターナショナルなレストラン。 

 

 

 ◆ベトナム人スタッフを採用する際、どんなところを見ていますか。 

仕草、態度、話し方。レストランは本当にチームワークが大事な仕事なので人やルールをリスペクト

出来るのかがとても重要。特にウェイター、ウェイトレスになる子は直接お客様と接するので、元々

人とどんな態度でどんな話し方をするかがとても興味あります。 

◆ベトナム人スタッフと働いていて、楽しい、嬉しい、あるいは驚いたと思うことはどんなことですか。 

みんな真面目で優しい。一緒に働ける事が何より嬉しい。 

社員みんなが給料をオープンにしている所は驚きます。 

 

 

◆日本語を使ったり、日本や日本語に関わりを持ったりしながら働くベトナム人を見ていてどう思いますか。 

日本語を勉強しているベトナム人は日本の文化も一緒に学んでいる子がいると思うので、日本人の自分としては

とても働きやすいです。 

◆ベトナム人スタッフに期待することは何ですか。 

仕事の件で言うと、もう既に勉強熱心でハードワークと言う最高の強みをもっていると思うので。 

リーダーシップ、チームワーク、マネージメント力をもっともっと磨けばピッカピカに輝いた未来をつかんでくれると

思います。 

 

 ◆日本語を使ったり、日本や日本語に関わりを持ったりしながら働くベトナム人を見ていてどう
思いますか。 

「日本語でのお仕事」を書いてくれた Khoi 君は、Pepe la poule で働く前はハロン湾

でバーテンダーをやっていたのですが、今ではお店のマネージャーとしてBARカウ

ンターの責任者をやっています。BAR カウンターといってもお酒を作るだけではな

く、魚をさばいたり前菜を盛りつけたり、お客様とお話したりと多忙ながら空いてる

時間を見つけては新入社員のトレーニングも率先してやってくれてます。 

彼はとにかく勉強熱心でいろいろな事を吸収して自分のスキルに繋げたいと思っ

ています。それがお店にもとても良い影響を与えています。 

良いも悪いも完璧主義でストイックなところがあるので、 

自分と相手を許すこと、理解する事が出来れば最高のボスになり、将来は自分の

お店が持てる事を確信しております。 

 

 

「日本語でお仕事」のコーナーでは、日本語を使ってお仕事をしているベトナム人の方のお話を記事にすると

共に、同一の職場で働く日本人にもお話を伺い、立場の異なる視点から仕事について感じたことや経験につい

て記事にし、掲載しています。                                       

今号のインタビューに答えてくださった日本人の方は、                          

PePe La Poule レストラン 増田 悠（ますだ ゆう）様です。 

 



箱根観光・寄木細工体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:15 – 11:00 恩賜箱根公園  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11:15 – 12:30 桃源台・芦ノ湖 

                                               

 

 

     

 

 

 

箱根 

東京から約 100 キロメートル離れる、

神奈川県にある観光地。 

昔から温泉と綺麗な景色で有名。人気

の観光スポットは大涌谷、恩賜箱根公

園、芦ノ湖等があります。 

 

9:26 – 10:01 東京駅から新幹線で出発 

人生初めて新幹線に乗るので、誰でもわくわくしていました。 

さすが、世界一番早い乗り物ですね。いつの間にか着いてしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦ノ湖 

火山の山頂にある湖です。約 3000 年前、噴火のため、付近の川がせき止められ、その川の水と数千年間の雨がここに溜ま

って、芦ノ湖になりました。 

 

「ワンピース」のルフィみたい 

とても綺麗でした。明治時代には天皇と親戚の静養を兼ねて避

暑や避寒の目的で、別荘が置かれ、現在再現された建物の２階

から眺めると、富士山と芦ノ湖が美しく見えます。 

 

芦ノ湖は非常に広くて、水も青い

ため、海のようでした。 

 

その後、芦ノ湖観光目的で営業する桃源台港を訪れました。大きくて綺麗な海賊船に乗

るのが本当に面白かったです。 

 

 

芦ノ湖観光に使用

される海賊船 

かめのり財団及び国際交流基金・ベトナム日本文化交流センターが共催する「ベトナム高校生 100 人訪日事業」（＊）に

参加するダナン市のファン・チャウ・チン高校、そしてフェ市のハイ・バ・チュン高校の生徒達が 6 月 19 日に箱根

を観光し、そこで箱根の有名な伝統文化として良く知られている寄木細工体験をしました。 

 

今号の執筆者： 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター
Nguyễn Thanh Hà 

 



14:00 – 15:00 大涌谷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:30 – 16:30 寄木細工体験  

現地の伝統工芸である寄木細工、そして簡単なコースターの作り方について、詳しく説明してもらった後、

自分の製品を作成始めました。誰でも高度的に集中していました。最終的に創造力が高い、工夫された製

品がいっぱい出来ました。 

     

 

 

 

 

 

とても体験が多い一日を楽しく過ごす事ができ、本当に幸せでした。 

（写真: owakuni.com（黒たまご）; yosegi.jp（寄木細工）) 

午後、大涌谷へ行きました。.火山がまだ活動しているので、バスか

ら降りたら、すぐに硫黄の特別なにおいが感じられました。 

もう少し前に進むと、これまで見たことがない、火山の煙があちこ

ちで飛んでいるのにびっくりしました。  

 

 

まだ動いている火山の前に立ち、ゆっくり眺めるの

は少し不安だったが、なんだか面白い体験でした。 

一個食べると寿命が７年伸びると昔

から伝えられてきた箱根の名物であ

る黒たまごも試しました。 

 

 

わさびソフトクリーム 

辛いような、甘いような、冷たく

ておいしい組み合わせでした。 

 

黒たまご  

箱根の温泉でゆでた卵。地熱と火山ガスの化学反応で、卵の皮が硬く、黒く

なります。 

 

 

 

 

 

 

寄木細工  

箱根の有名な伝統技術です。 

さまざまな種類の木材を色の組み合わせや大きさでの調和を大切にしながら器用に、特別なのりで貼ります。 
 

（＊）「ベトナム高校生 100 人訪日事業」 

かめのり財団と国際交流基金・ベトナム日本文化交流センターが共催する事業であり、2016 年から 3 年間わたり、日本語を第一外国語として学

習する高校生及び日本語教育に関わる職員、日本語教師のベトナム人 100 人を日本に招聘し、日本文化体験等を通して日本への理解、日本語への

興味関心を高めてもらうために実施される事業。 

 



 

                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この「日本への道」のコーナーでは、日本に留学経験のあるベトナム人の

方にお話を伺っています。 

今日本語を学習しているみなさんの中にも、日本への留学に関心がある人

が多いのではないかと思います。留学のためにはどのような準備が必要

か、日本の生活や留学を通して得られることにはどんなことがあるか、今

留学している先輩のお話を読んで、少しでも参考にしていただければと思

います。 

現在、一橋大学大学院言語社会研究科の修士課程に留学しており、日本語教育に関する研究を行っています。 

今号の執筆者： 

一橋大学留学生 

 Trần Ngô Nha Trangさん 

 

2007 年に大学に入学してから勉強を始めました。今年でちょうど 10 年間になりました。 

 

 

大学の国際寮で生活しています。部屋から大学のチャイムが聞こえるほど、大学のすぐそばにある寮なので、授業が始まる

10 分前に部屋を出ても十分間に合います。毎日電車で通学している友達には、羨ましいとよく言われます。 

勉強面に関しては、履修しなければならない授業がかなり多く、また学部生とは異なり、部活や課外活動はほとんどないた

め、私の平日の生活は専ら大学と寮の間で終始します。普段は部屋に引きこもって勉学に打ち込んでいますが、週末や連

休などで時間ができたら、友人と外出したり旅行したりしています。せっかく日本に留学しているので、勉強ばかりではなく、バ

ランスよく日本でしかできない経験も積みたいと考えています。また、通訳や日本語の授業もアルバイトとしてやっています。 

寮費は安く、毎日の通学には交通費がかかりません。自炊することも多いので、生活費は一ヶ月当たり約 7,8 万あれば大丈

夫だと思います。 

 

 
第一に、書籍やテレビをなどのメディアを通して学んだ日本独特の文化を実際に体験できたこと、写真でしか見られなかっ

た「ぜひいつか行ってみたい所」に行けるようになったことが楽しいです。また、国際寮に住んでいるため、日本人だけではな

く、他の国の友達も数多くできました。皆さんと日々交流することで、自分の視野をより広げることができ、自分が様々なこと

に対して「思い込み」をしていることも知れました。毎日新しい発見があることが日々の生活の楽しみです。そして、優秀な教

授や友人に囲まれた素晴らしい環境で自分が研究したい分野に毎日励むことができることは、何よりも楽しいですね。 

今、特に大変なことはないですが、来日したばかりのころ、はじめての一人暮らしに対して一抹の不安感を抱いていました。そ

れまで、いつも両親に見守られ生きてきた私が、すべて一人で生活しなくてはならないため、苦労の連続でした。しかし現在

ではその生活にも慣れて、むしろこれは自分にとって最高の成長の機会だと前向きにとらえており、実際に日々自分の成長

を感じています。                                                 

 

◎留学していて、楽しいこと、大変なことは何ですか。 

 

◎いつから日本語を勉強していますか。 

 

◎今どこに留学していますか。また、今どんなことを研究（勉強）していますか。 

 

◎留学先でどんな生活を送っていますか。普段の様子や必要な生活費など、よろしければ具体的に教えてください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

◎留学を考えている人へのアドバイスをお願いします。 

同じ留学生でも周囲を見ると、楽しそうにやっている人もいれば、可哀そうに思えるくらい大変そうな人もい

ます。その「大変」をいかに最小限に抑えるかによって、留学生活をずいぶん変わると思います。その鍵を

握るのは、留学前の「準備」です。本気で留学を希望する人は、自分はどの分野で勉強したいか、将来何

をやりたいのかを明確にし、早い段階から準備しておくべきだと思います。例えば、自分にふさわしい奨学

金を探すことや、日本語能力をある程度鍛えることや、これから入りたい分野の基礎知識を事前に学習す

るなど、来日する前にできることは山ほどあります。日本に来てから始めるのではなく、ベトナムにいる時から

準備しておくことが、留学生活の成否を分けるといっても過言ではありません。その一方で、まだやりたいこ

とは決まっていないが、とりあえず留学したい人も多いと思います。そのような人にも、私は留学を強く勧め

ますし、留学先で何か失敗してもそれは必ず自分の将来の糧となり、成長の種になると思います。その場

合、留学は楽しいことばかりではなく、大変なことも多くあると覚悟することが必要ですね。 

 

 

◎今後の自分の人生に、留学経験をどのように活かしたいですか。また、留学で得られる経験を
誰に伝えたいと思いますか。 

私の仕事は日本語教師ですので、まず、日本で学んだことを生かして、同僚の教師と共にベトナム人日本語

学習者のためのより良い日本語教育環境を構築していきたいと思っています。また、昨今のベトナム人日本語

学習者の急増により多くの学習機関で、日本語教師が不足しているという状況が生じています。その一方で、

新しい日本語教師を育成するプログラムやこれから先生になりたい人のためのコースはほとんど増えていませ

ん。これらの課題解決のための事業にも取り組みたいと考えています。 

 

 



                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめまして。6月末からハノイのベトナム日本文化交流セ

ンターに勤務することになりました小川京子です。これまで、

日本、オーストラリア、台湾、カンボジア、インドで、主に大

学・大学院生、一般社会人、国際貿易人材、日本語教師

の育成のほか、各種コースデザインや教科書作成等に関わ

って来ました。今後はベトナムの多様な日本語教育界でさ

らに新たなチャレンジをすることになりそうで楽しみです。どう

ぞよろしくお願いいたします。 
 
 
 
 

 

６月２３日に小川 京子（おがわ きょうこ）      

日本語上級専門家がハノイに着任しました。 

日本語上級専門家 

小川 京子（おがわ きょうこ） 

 

ベトナム日本文化交流センターで日本語教育上級

専門家をしてまいりました栗原幸則です。 

ベトナムには 2013年 9月に赴任し、3年 9か月日

本語教育の世界におりました。 

この間、初等、中等、高等、民間の多くの日本語教

育関係者と関わり合い、充実した日々を過ごすことが

できました。みなさまのお陰でここまで来られたこと感

謝しております。ありがとうございます。 

今後はこれまでのベトナムでの知見を活かしつつ、日

本は関西にあります国際交流基金関西国際センタ

ーにて世界各地より来られる日本語学習者に日本

や日本語、日本文化を伝えてまいります。 

今後共よろしくお願いいたします。 
 

６月３０日にハノイ駐在の栗原 幸則（くりはら ゆきのり）     

日本語上級専門家が３年９カ月の任期を終え、帰国しました。 

日本語上級専門家 

栗原 幸則（くりはら ゆきのり） 

 


